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のそり痢の体温り史わ恨ハネナlあ、‘露和リス・tqヒ体温咽有リスい勾か湖及均ド働   
く仁仇て‰示隼∴のこい欄碩（いの．夢果tイ葦七7尽阜すりて軍完膚乳ニー摘   

′ロの駅思川メ棺・廿ニt乞御縁っでl・言。  

〔酪 才多．）  

商権抽り了“ヒ十d．1幽鱒，シつ吠て〝鰍で軒′サーわぅァ」・リオ・んノ工ネ′し†・・  

ノり柑の面かり虐拷敢象㌻ろについて感細l乳j車座L乱 

も稀有。  

ト四番電化lニ厳粛は・1ヨ本ん一頭巨斉の攫tニ行っで亡′t、杏滋子受動乞思して、一了。  

之・台夜朋（灸）と働醐（烏）のようナニワ如玖叫荷珠〃甥痩下ヒみナ才∴人▲恥   

性動群紗シ．紳十てサちト賭え軌Å∫有照り叫ナ時折′；轡〆学（・・よ  

つて－あ7 

ヨ・及位れ姥如親御葬覿を牙L綿、純綿のたや…斉藤瑠如で・ざ了撃と   
か，離縁のワ佃′tうーヶルつりてノ終極弼・千如｝′昧掛二束てt・まように居扁才℡  

（、ユ軋と）  

ー19－   




